
岩津地域／岩津学区

■阿知和地区工業団地造成事業特別会計

◇概 要

・ 位 置 東阿知和町、西阿知和町及び真福寺町地内

・ 面 積 約66ha ・分譲面積 約27ha

企業の工業団地需要に応えるため令和６年度末に工業用地を引渡

せるようスマートインターチェンジ事業と一体となって整備します。

令和２年度は、PFI方式により造成事業を行う事業者を選定し、造

成設計を進めます。

■阿知和地区工業団地関連道路整備業務

◇概 要

・北アクセス 工業団地から真福寺町牛落交差点まで

・南アクセス 工業団地から都市計画道路岡崎環状線を経て真伝町

の総合グランド西交差点まで

阿知和地区工業団地へのアクセス道路を整備することで、地域で課

題となっている通勤時間帯の渋滞緩和を図ります。

令和２年度は、道路詳細設計を進めます。

阿知和地区工業団地造成事業特別会計〔予算額 404,237千円〕

阿知和地区工業団地関連道路整備業務〔予算額 152,117千円〕

総合政策部地域創生課

政策推進係（23－7214）

財源内訳 阿知和地区工業団地造成事業特別会計 財産収入 1千円、一般財源 404,236千円 ◇阿知和地区工業団地関連道路整備業務：一般財源 152,117千円

支出内訳 阿知和地区工業団地造成事業特別会計 1款1項1目 一般管理費／委員報酬 190千円、費用弁償 24千円、特別旅費 75千円、食糧費 38千円、

意見書作成手数料 88千円、民間活力導入支援委託料 7,700千円、用地取得管理システム保守委託料 40千円、

2款1項1目 工業団地造成費／都市計画図書作成委託料 2,981千円、排水路測量設計委託料 19,701千円、埋蔵文化財調査委託料 60,000千円、

造成設計委託料 150,000千円、防災対策工事請負費 150,000千円、土地購入費 3,000千円、3款1項1目 利子／市債償還金利子 9,900千円、

4款1項1目 予備費／予備費 500千円

◇阿知和地区工業団地関連道路整備業務：8款3項3目 道路新設改良費／測量設計委託料 152,117千円

北アクセス道路

南アクセス道路

西アクセス道路
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岡崎地域／羽根学区

【令和３年４月にリニューアル】

中小企業・勤労者支援センター施設整備業務〔予算額 68,247千円〕
経済振興部商工労政課

労政金融係（23－6215）

財源内訳 一般財源 68,247千円

支出内訳 5款1項5目 中小企業・勤労者支援センター費／工作物修繕料 1,851千円、廃棄物処理委託料 869千円、施設整備工事請負費 65,527千円

新規

産業人材支援センター(羽根町)

↓

中小企業・勤労者支援センター

●認定職業訓練

・職業訓練法人 岡崎技術工学院による職業訓練

・その他の団体等が行う職業訓練

●社会人の学び直し（リカレント教育）事業

・ドローン操縦訓練

・ＡＩ、ＩｏＴ、プログラミング等の講習

・先端技術を活用した生産性向上のための講習 ほか

●勤労者への福利厚生事業

・（公財）岡崎幸田勤労者共済会による各種事業

【事業概要】

岡崎市産業人材支援センター（羽根町）と岡崎市勤労文化センター（美合町）を機能統合

し、令和３年４月から岡崎市産業人材支援センターを「中小企業・勤労者支援センター」に

改称してリニューアルする。

リニューアル後は地元中小企業や勤労者への支援充実に向けて、ドローンやＡＩなど新た

な産業技術を習得できる施設を目指し、令和２年度において必要な改修工事等を行う。

【主な改修工事】

・本館棟→教室及び事務所の改修工事

・多目的実習棟→ドローン操縦訓練用ネット設置工事

・専門実習棟→談話室兼休憩室を整備
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全市域

【就業等促進委託 ※令和２年度～】

市内企業における中途採用を支援するために、県外で暮らす、いわゆる「第二新卒世代」「就職氷河期世代」を含む概ね20代後

半～30代の社会人経験者に対して、市内のものづくり企業等への就職・転職を支援する取り組みを、岡崎市雇用対策協議会や岡

崎商工会議所等と連携して行います。

(取組例)

・市内のものづくり企業等への就職・転職に関心のある県外在住の社会人経験者と、ＵＩＪターンによる社会人(経験者)採用に

前向きな市内企業を引き合わせるマッチングイベントの企画・実施。

・一定の条件の下、県外在住の社会人経験者が市内企業を訪問した際の交通費等の一部を助成。

・首都圏や全国規模の就職（転職）サイト等への情報や広告の掲載 他

(効果)

・県外から本市への就業（転職）や起業の気運を高め、市内企業の人材不足の改善につなげる。

・県外人材の獲得に対する市内企業の採用意欲を喚起し、多様な人材確保につなげる。

【ＵＩＪターン就業・起業者移住補助金 ※令和元年度～】

首都圏人口の一極集中是正と、地方の担い手不足解消を目的とした国主導の制度。国が策定した「わくわく地方生活実現政策

パッケージ」におけるＵＩＪ施策を活用して、令和元年度から県内市町村が同様の制度を創設・運用している。一定の条件の下、

首都圏で暮らす方が本市へ移住を伴う就業又は起業をした場合に移住支援金を支給します。

(移住支援金)

◆上限額・・・世帯1,000千円、単身600千円 ◆補助対象・・・移住にかかる費用（引越費用、交通費等）

ＵＩＪ ターン就業・起業者移住促進業務〔予算額 12,750千円〕
経済振興部商工労政課

労政金融係（23－6215）

財源内訳 県支出金 7,500千円、一般財源 5,250千円

支出内訳 5款1項2目 雇用促進費／就業等促進委託料 2,750千円、ＵＩＪターン就業・起業者移住費補助金 10,000千円

拡充
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拡充

市全域

広く市民等に市内産農林畜産物を紹介し、理解を深めていただくことを通じて、農家の生産意欲の向上を図り、安全で安心な農林

産物の生産を促進するとともに、農業の安定的かつ持続的な発展を図ります。

地産地消・消費者交流推進業務〔予算額 24,007千円〕
経済振興部農務課

総務係（23－6195）

財源内訳 国庫支出金 7,185千円、寄附金 200千円、一般財源 16,622千円

支出内訳 6款1項3目 農政費／農林業振興推進委託料 9,637千円、岡崎おうはん地鶏ブランド化推進委託料 14,370千円

石垣市、佐久市、関ケ原町のほか、斎田ゆかりの地交流

提携を締結した香川県綾川町とのイベント交流

ゆかりのまち等の行事参加

家畜改良センター岡崎牧場（大柳町）で育種改良され、平成 20 年デビューした卵肉兼用種、三河唯一の地鶏である「岡崎おう

はん」を活用し、「岡崎の新たな食の魅力づくり」のためのブランド化を推進します。

岡崎おうはん地鶏ブランド化推進

拡充

① 普及推進組織の設立

出荷流通体制の整備、販売店の指定など厳格なブランドの維持・管理等消費拡大のための

多様な事業を展開

② ブランド化推進計画の策定

コンセプト、消費者との交流、実食によるプロモーション、ブランドづくりを推進する組

織間の連携、パッケージ等の共通デザイン、飲食店や製品開発の方向性等について計画化

③ 市内、県内、県外のイベントでの試食提供・ＰＲ

・認知度を上げるための試食提供

・各種イベント、第 15 回食育推進全国大会（R2.6.27～28 愛知県国際展示場）等でのＰＲ

④ 新たなメニュー・商品開発、県内外商談会への参加による販路拡大

・八丁味�に続く岡崎の名物料理、おみやげ品として商品開発

・大手食品業者への商談

⑤ 生産、流通、消費の裾野拡大

飼育数の増加

肉の特徴

・うま味

・歯ごたえ

・ジューシー

食肉産業展2012 地鶏・銘柄

鶏食味コンテスト 最優秀賞

卵の特徴

・ぷるんとした大きな卵黄

・粒ぞろいの赤玉

〇 めざす事業効果 ⇒ 名古屋コーチンと並ぶ地域ブランドとして確立

☆ 養鶏農家の所得の向上、魅力ある畜産経営として後継者が育ち、意欲ある新規就農者増加

☆ 市内飲食店及び販売店の売上額増大、観光消費額増大（名物料理・おみやげ品）

☆ 地域住民に認知され愛着を持たれることで、畜産業への理解が深まり、地産地消推進

・農林業祭等ふれあいイベントを実施

・料理レシピ・新商品開発、大学や女性農業者団体等と連携した販売戦略を展開

・「お！かざき農業お届けメール」で旬な農林産物情報、イベント情報を発信

その他の主な事業

新規新規
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野生鳥獣による農林産物被害を防止し、農林業の振興及び経営の安定を図ります。

住宅地に隣接した区域（田口町・小呂町）に生息するサル２群

に発信機付き首輪を装着し、専門機関に委託して群れの生息状況

の調査（個体数・行動）を実施

背景：サル、イノシシ、シカによる被害の拡大・住宅地への出没頻発

拡充

市全域

有害鳥獣被害防止・捕獲業務〔予算額 11,978 千円〕
経済振興部農務課

中山間地対策係（23-7418）

財源内訳 一般財源 11,978 千円

支出内訳 6 款 1 項 3 目 農政費／鳥獣被害対策実施隊員報酬 112 千円、講師等報償金 25 千円、普通旅費 14 千円、特別旅費 4 千円、消耗品費 200 千円、

健康診断手数料 6 千円、焼却処理手数料 432 千円、申請手数料 6 千円、鳥獣害対策事業委託料 8,264 千円、有害鳥獣誘引ほ場整備委託料 300 千円、

職員研修負担金 7 千円、鳥獣害対策協議会負担金 2,608 千円

捕獲の強化

監視カメラ付き、

遠隔操作で見なが

ら檻を閉めること

ができる。

（現在は市内で３

台が稼働中）

山奥の耕作放棄地等において、果樹（栗・柿・木苺等）を植樹

【有害鳥獣誘引ほ場の整備】

サル・イノシシ・シカの餌場となることにより、

里山の農作物被害を軽減

誘引後は当該場所において集中的に捕獲

（結実するまでは、餌で誘引）

効果的な場所にＩＣＴ大型捕獲檻を設置して、群れごと捕獲

さらなる効果とし

て、耕作放棄地を

活用することで、

「荒廃農地」が「果

樹園」に！

山に戻す拡充

63



市全域

【目的と概要】

平成31年４月１日から施行された森林経営管理法に基づき、林業経営の効率化及び森林管理の適正化を図っていきます。

市町村が主体となって、適切に経営や管理が行われていない森林について、森林所有者に働きかけ等を行うことにより、森林の経営や

管理の確保を図ります。

令和２年度は令和元年度業務にて策定した森林経営管理実施方針に基づき、森林所有者に対する意向調査及び森林の境界確認測量業務

を実施します。

【主な事業】

森林境界確認測量業務

・令和元年度に実施した森林資源解析委託業務及び森林経営管理実

施方針策定業務に基づき、市内の適切に経営や管理が行われていな

い森林のうち、180ha に対し森林管理に関する意向調査及び森林

境界確認・測量業務を実施し、森林経営管理法に基づいた経営管理

権集積計画の策定の準備を進めます。

森林経営管理制度運用業務〔予算額 43,112千円〕
経済振興部森林課

林政係（82－3102）

財源内訳 一般財源 43,112千円

支出内訳 6款3項2目 林業振興費／普通旅費 38千円、消耗品費 77千円、通信運搬費 308千円、調査測量委託料 42,689千円

新たな森林管理システム

林野庁 HP より
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観光啓発業務〔予算額 57,391千円〕
経済振興部観光推進課

観光情報発信係（23－6609）

財源内訳 一般財源 57,391千円

支出内訳 7款1項6目 観光費／特別旅費 964千円、消耗品費 2,239千円、印刷製本費 8,653千円、洗濯料 22千円、観光宣伝委託料 36,427千円、

観光ガイドマップ製作委託料 550千円、フリーマガジン製作委託料 7,788千円、北東街区情報発信システム運用保守委託料 748千円

市全域

Ｗｅｂ、ＳＮＳ、

ＹｏｕＴｕｂｅ

ターゲットに合わせた効果的な情報コンテンツの発信

シニア層 … 徳川家康公、三河武士などを歴史雑誌に掲載しＰＲ

若年層 … 「東海オンエア」などを YouTube やツイッターなどで発信

女性層 … 「Cafe めぐり」、「おしゃれランチ」で岡崎の新たな魅力をアピール
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市全域

観光イベント推進業務〔予算額 ２７５，８６８千円〕
経済振興部観光推進課

観光イベント推進係（23－6211）

家康公係（23－6978）

財源内訳 一般財源 275,868千円

支出内訳 7款1項6目 観光費／特別旅費 125千円、消耗品費 33千円、観光事業委託料 199,220千円、花火大会煙火打上委託料 39,427千円、

泰平の祈り実施委託料 13,793千円、泰平の祈り実行委員会負担金 23,270千円

本市ならではの観光資源を活用した魅力的なイベントを開催し、市内外からの観光客の誘致拡大を図ります。

●泰平の祈り／実行委員会が主

体となり、公民連携で継続実施

できるよう仕組みづくりを整えな

がら事業実施してまいります。

●夏まつり・花火大会／三河花火の粋を

集めた全国屈指の花火大会。岡崎城を

背景とするロケーションに、メロディース

ターマイン、金魚花火、銀滝、大のし、仕

掛け花火など、バラエティに富んだ花火

を打ち上げます。

4 月

●桜まつり／本市の春の風物詩。ライト

アップされた約 800 本の夜桜は東海随一

の美しさを誇ります。

●家康行列／若き日の家康公役として、

俳優の佐野岳さんが特別出演。さらなる魅

力アップを図ります。

●藤まつり・将棋まつり／本市の

将棋まつりでしか見られないトッ

プ棋士による夢の対局をお届け

します。

春

夏

5 月

11 月秋9 月

天の川プロジェクトⓇ 

天の川プロジェクトⓇ 

９月１２日開催
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